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病児保育機能付き教育・保育施設の利用定員の設定について 

ボールパーク構想実現に向けた取り組みの１つとして、北海道ボールパーク内に整備される

こととなった病児保育機能付き幼保連携型認定こども園１施設より令和５年４月１日から新

たに事業を開始する旨の申請※があり、基準に適合していることを確認※しています。 

なお、下記整備事業者は、同パーク内の整備を所管する株式会社ファイターズスポーツ＆エ

ンターテイメントが優先整備事業者として選定をし、その後本市と協議を進め、書類審査等を

経て整備事業者として決定したものです。 

 

１．幼保連携型認定こども園の基準適合状況 

 

 （仮称）キッズラボボールパークこども園 

施設種別 幼保連携型認定こども園 法人名 学校法人英進学園 

位置 北広島市共栄 228－1の内 代表者 理事長 西原 優博 

 

ア 申請利用定員                単位：人 

区分 年齢 変更前 変更後 増加数 

１号認定 

5 歳児 0 10 10 

4 歳児 0 10 10 

3 歳児 0 10 10 

２号認定 

5 歳児 0 8 8 

4 歳児 0 8 8 

3 歳児 0 8 8 

３号認定 

2 歳児 0 8 8 

1 歳児 0 6 6 

0 歳児 0 6 6 

合計 0 74 74 

 

イ 学級編制 

※１ 学級編制は１号認定と２号認定の児童を対象とする。 

※２ 道基準の１学級の児童数は 35人以下となっている。 

                        単位：人 

年齢区分 児童数 学級数 1 学級当たり児童数 確認結果 

５歳児 18 1 18.00 ○ 

４歳児 18 1 18.00 ○ 

３歳児 18 1 18.00 ○ 

合計 54 3 
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ウ 設備基準の確認 

※1 乳児室・ほふく室の道基準面積は、乳児室を利用するほふくしない園児1人当たり

1.98㎡、ほふく室を利用するほふくする園児1人当たり3.30㎡となっている。また、

国の通知(H23.10.28雇児発1028第1号）において、1歳児にあっては、そのほとん

どがほふくをする子どもで、0歳児にあっては、満1歳に達する以前にほふくをするに

至る子どもが相当数みられるとされているため、乳児室及びほふく室の面積を合算し、

すべての0～1歳児を基準面積の大きいほふくする園児とみなし確認した。 

※2 保育室・遊戯室の道基準面積は、満2歳以上の園児1人当たり1.98㎡となっているた

め、年度途中で満2歳となる1歳児以上の園児数で確認した。 

※３ 園舎の道基準面積は、満 3歳(3 歳児)未満の園児に対する乳児室、ほふく室、保育室

又は遊戯室の基準面積と「320 ㎡＋(100 ㎡×学級数－2」で得た面積を合算した面積

となっている。 

※４ 園庭の道基準面積は、「満 3歳(2 歳児)以上の園児数×3.30㎡」か「400＋80×(学

級数－3)」のいずれか大きい面積と「満 2 歳(1 歳児)以上満 3 歳(3 歳児)未満の園児数

×3.30㎡」で得た面積を合算した面積となっている。 

 申請内容 道基準 
確認 

結果 設備区分 
設備面積 

(㎡) 

対象児童

数(人) 

1 人当たり 

面積(㎡) 
面積(㎡) 

乳児室・ほふく室 ※1 

（0～1 歳児クラス） 
67.35 12 3.30 39.60 ○ 

保育室・遊戯室 ※2 

（2～5 歳児クラス） 
181.21 68 1.98 134.64 ○ 

園舎 ※3 700.45   487.32 ○ 

園庭 ※4 1184.74   446.20 ○ 

 

エ 保育教諭配置基準の確認 

※１ 道基準では、年齢別に保育教諭 1 人あたり児童数が定められているほか、3～5 歳児

クラスについては、1学級につき最低 1 人配置しなければならないとされており、それ

ぞれの算出結果を比較し、多い方を基準配置保育教諭数とした。 

※2 保育教諭1人当たり児童数は、市独自基準で加配を行っており、市の基準で算出した。

(年齢別に小数点第 2 位以下を切り捨てし、合計を小数点以下四捨五入する。) 

年齢 

区分 

申請 道・市基準 

児童数 
1 人当たり 

児童数 
算出結果 学級数 基準配置数 

5 歳児 18 27.00 0.60 1 1.00 

4 歳児 18 27.00 0.60 1 1.00 

3 歳児 18 18.00 1.00 1 1.00 

2 歳児 8 6.00 1.30  1.30 

1 歳時 6 4.50 1.30  1.30 

0 歳児 6 3.00 2.00  2.00 

合計 74  6.80 3 7.60 
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R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

量の見込み 897 896 912 920 914

確保方策 874 882 952 952 952

確保予定 874 884 884 928 928

確保予定（弾力的な運用） 874 884 884 944 944

実定員 849 859 859 903 903

企業主導型 25 25 25 25 25

弾力的な運用 919 919

過不足（通常） ±0 ＋2 -68 -24 -24

過不足（弾力的な運用） -8 -8

2号認定3号認定合計（0歳～2歳・3歳以上）

区分
第2期

プラン

実定員＋44名

最大で＋60名

（内訳）

（内訳）

 

 

 

 

２．保育定員の拡大状況 

第 2 期子ども・子育てプランにおける令和 4 年度以降の保育定員の必要数は 952 名で、現在確

保されている 884 名と比べ 68 名不足しておりますが、北海道ボールパーク内認定こども園の実

定員 44 名を加えると保育定員は 928 名となり、必要数から 24 名不足することとなりますが、

同園内の弾力的な運用によりさらに 16 名の受入が可能とされていることから、実質保育定員は

944 名となり 8 名の不足が見込まれるところであり、引き続き保育定員の拡大に向けた検討をす

ることとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．病児保育の整備状況 

第２期子ども・子育てプランにおいて、令和 3年度以降の病児保育の利用は、１日平均２名程度

を見込んでおります。 

この度の当該施設の創設に合わせて、病児定員２名程度の機能を併設することにより病児保育の

確保方策を達成することとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請配置数 基準配置数 確認結果 

17 8 ○ 

定員 ２名

対象 ０歳児～小学６年生

配置 保育士１名、看護師１名
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 ４．施設全体の概要 

1 号定員（幼稚園）30 名 2 号・3号定員（保育園）44 名（※：最大で 60 名まで受入可） 

病児保育（定員 2名程度）の機能を併設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．今後のスケジュール 

① R4.2 月    国・北海道との協議（補助金の申請） 

② R4.3 月    令和 4年度予算議決 

③ R4.4 月上旬  補助金の内示 

④ R4.4 月中旬  着工（補助金の内示後） 

⑤ R5.4 月    開園 

 

 

 

      

 
 

所在地 

共栄 281－1 の内 

 

建築概要 

構造：木造平屋建て 

延面積：700.45 ㎡ 

（うち病児保育 75.31 ㎡） 

敷地面積：2,491.22 ㎡ 

 

整備主体 

学校法人英進学園 


